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1. まえがき 

高齢化社会の進展にしたがい我が国ではいわゆる老人保

健施設に入所する高齢者が激増している。これらの施設に

おいて入所者が高い QOLを維持していける方策を探ること

は我々生活科学を研究のフィールドするものにとって喫緊

の課題であり、その方策の提案は地域社会、特に高齢者福

祉・保健活動に対して大きく貢献するものと思われる。本

研究の共同研究者の１人である谷口は作東老人保健施設に

勤務する中で高齢者の排便管理、特に入所高齢者に多くみ

られる便秘の改善が入所者の QOLの維持に重要であること

を日常業務の中で確信してきた。そして老健施設において

陥りやすい下剤投与による便秘対策に対して、食事による

便秘改善（具体的には食物繊維１）やオリゴ糖添加２）の食事

を提供する）の有効性について調査研究を行ってきた。谷

口はこの調査の過程で入所者の排便・下剤投与・食事摂取 

 

 

 

 

 

の記録をとること、そしてその記録を介護職員全員が共

有することにより入所者個人それぞれの排便・下剤使用状

況を把握し、そのことにより下剤投与に依存する便秘対策

を改善できる可能性を見出してきた。 

しかし谷口がこれまで用いてきた紙媒体（記録紙に各介

護者が決められた項目に記入する）では（１）記入者の文

字の読みにくさ （２）記入の仕方の不統一 （３）記録紙

が増えて情報を共有しにくい （４）統計的な処理が困難 

（５）排便時間・投薬時間の正確な記録ができない（６）

便の性状が記録できない （７）記録紙が散逸しやすい 等、

排便・下剤投与の記録・情報の共有にはいくつかの困難が

あることが分かり、排便及び下剤投与の小型コンピュータ

ー上での管理アプリの必要性を痛感してきた。 

そこで本研究では平成２６年度中にこれまでの紙媒体で

の記録の集計結果（平成２５年度中にすでに集計を行って 

 

 

 

 

 

*1美作大学大学院生活科学研究科 教授・博士（工学）    Prof., Graduate School of Human Life Science, Mimasaka Univ., Dr. Eng.     

*2 美作市立作東老人保健施設 管理栄養士          National Registered Dietitian, Mimasaka Sakutou Nursing Home 

*3 津山工業高等専門学校情報工学科 教授・博士（工学）   Prof., National Institute of Technology, Tsuyama College, Computer and 

Information Engineering, Dr. Eng. 



いる）を元に ① 高齢者施設入所者のそれぞれの排便・

下剤投与状況を記録しやすく、そしてその記録情報を介護

職員が共有しやすい排便管理アプリを津山高専の情報工学

科と共に開発 ② そのアプリを利用して作東老人保健施

設にて排便・下剤投与管理を実施 ③ その実施結果を元に

アプリの改良 を行い、平成２７年度以降 ④ 岡山県北の

複数の高齢者施設にて改良アプリを利用して排便管理の有

効性を検証する計画であった。 

平成２６年度では ① に書いた排便・下剤投与の記録ア

プリの “原型“ を作成し ② その若干の応用を行った

ので本報告書ではこれらの中間報告を行う。 

 

２．本論 

２－１ 排便・下剤投与の記録アプリの “原型“作成 

これまで谷口の老健施設では図１のような紙ベースの排

便・下剤投与の記録を行ってきた。この記録紙では以下の

ような問題点があった。 

１．統計解析するには排便・投薬データをエクセルなど

の表計算ソフトに転記する必要があり入力・転記間違いが

多々おきる 

２．入所者は常時約５０人で排便、投薬データが大きく

なり通常のエクセル利用では転記や集計に時間がかかる 

３．排便時間、投薬時間が正確に記録できない 

４．便の性状（硬便、軟便、下痢、色など）の記録がで

きない 

５．記録紙は散逸しやすい、管理がむつかしい 

 

 

図１ 記録紙 

 

そこで本研究では排便・下剤投与状況を検証できる統計

解析可能な Big Data（大きなデータ）をどう集積・管理

するか？その方法について津山高専の先生方と検討し以下

のような入力アプリの原型を作成した。 

排便・下剤投与データの集積・管理の基本として以下の

基本的な方法を平成２６年度では採用した。 

１．マイクロソフト・アクセス（Microsoft Access）を

データ管理と集計に利用する 

２．マイクロソフト・ ビジュアルスタジオ（Visual 

Studio） を利用して排便・下剤投与記録をマイクロソフ

ト・アクセスに入力するアプリの原型を作成する 

 

 

図２ 排便の入力画面 （アプリ原型） 

 

図２が今回作成したアプリの排便記録の画面で １．入

所者名 ２．排便日 ３．排便時間 ４．回数 ５．排便量

（大、中、小、微量）６．色 ７．硬さ を プルダウン

選択、ボタン選択で入力できるようにした。 

また図３に示すように、排便記録入力と同様な下剤投与

入力ソフトの原型を作成した。 

これらの入力画面から入力されたデータはマイクロソフ

ト・アクセスに転送され統計処理が容易になった。 

以上示した平成 26年度に作成した入力アプリを利用し

て次に記述する調査に応用したしたがその過程で次のよう

な改良点が指摘された。 

 

１．入力ミスを防ぐ方法の改良 

２．入力項目の選択の仕方の改良 

３．入力画面をより見やすく改良 



図３ 下剤投与の入力画面 （アプリ原型） 

 

２－２ 入力アプリの老健施設での調査への応用 

ここまで述べた排便・下剤記録の入力アプリの原型を（独）

農業・食品産業技術総合研究機構 近畿中国四国農業研究セ

ンター・四国研究センター 大麦育種グループとの協定研究

“大麦配合食摂取による老人保健施設入所者の便秘改善と

それに伴う下剤使用抑制に対する効果の検証研究”に応用

した。この調査への応用では以前の作東老人保健施設での

調査１）、２）に比べ調査期間が 6か月と長期間であったにも

かかわらず、この入力アプリの原型を利用した排便・下剤

投与記録の入力時間は大幅に短縮され、またアクセスに入

力されたデータの解析（特に入力期間、被験者による選択）

が各段に容易であった。この調査は現在継続中で詳しい分

析についてはここでは述べないが以下のような結果が現在

得られている。 

１．大麦配合ご飯を主食とした給食提供は施設に入所す

る下剤を使用しても排便日数の少ない高齢者（便秘傾向）

の排便日数を増やし、（そのことにより）下剤使用頻度を少

なくした。 

２．大麦配合ご飯を主食とした給食提供は施設に入所す

る便秘傾向の小さな高齢者（下剤を一定量使用）に対して

食物繊維摂取量が増えたにもかかわらず排便過多を起こす

ことはない。 

 

３ 結語 

 以上のように本研究で作成した排便・下剤投与の記録ア

プリの原型は今後改良を行うことにより当初の目的である

高齢者介護保健施設での排便・下剤投与管理に応用できる

可能性が大であることが分かった。今後は実際このアプリ

を利用する介護現場の職員とも相談しながら以下を行う予

定である。  

１．入力アプリの原型を施設の介護職員が容易に利用で

きるように改良する 

２．入力と連動して介護現場で職員が利用しやすい排

便・下剤投与記録の表示法を開発する 
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